








































Disk throwing skills of infant and child who participated in the Children’s event
キーワード：ディスク投技能，的当て，幼児，児童
Abstract：This study was examined the disk throwing skill in infant and children. The subjects 
were 126 children aged 2 to 11 years. We made the score of backhand throwing skill and forehand 
throwing skill.
The results were summarized as followed.
(1) The backhand throwing score increased with age. The forehand throwing score did not change 
very much like a backhand throwing score.
(2) There were no significant difference between the score of the backhand throwing and forehand  
throwing of the boys and girls.
The data will be useful for disk appropriate exercise program to support doggebee in elementary 
school and  kindergarden.
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年齢 ～３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳～ 合計
男児（人） ５ 14 14 ７ 13 ９ １ ６ 69
女児（人） ４ 12 11 ８ ８ ３ ６ ５ 57
合計（人） ９ 26 25 15 21 12 ７ 11 126
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詳細を表１に示した。
（２）測定実施日・場所：2015年６月７日（日）・岡山
県立生涯学習センター体育館アリーナ
（３）ディスク技能の測定
　ディスクを的に正確に投げる技能の測定は，ボール
的当て技能の調査方法１11-13）を参考に測定を実施し
た。すなわち，対象児は，的（縦43cm×横30cm）か
ら２m離れた所に，立位姿勢にて位置し，BHT及び
FHTで各５回ディスク（ドッヂビー）を投げた。的
当ての得点は，的に当たれば３点，幅90cmを通過す
れば２点，90cmの枠から外れた場合は１点として記
録し，対象児のBHTとFHT，及び合計得点を分析し
た。
　測定を開始するにあたり，調査者がそれぞれのドッ
ヂビーの投げ方をデモンストレーションするなどして
ディスクの握り方とBHTとFHTの投げ方を教示した。
また，対象児とのパス練習を約20分間実施した後，測
定を行った。ディスク投げは，BHTとFHTともに５
回連続して実施した。
（４）倫理的配慮
　測定・調査に先立ち，対象児と保護者に対し，調査
主旨及び測定方法，測定に伴う危険性，測定参加は義
務でない，測定参加は途中で中止できる，結果の公表
にあたっては個人が特定されることは決してないこと
を口頭にて説明し，同意が得られた者のみ測定対象児
とした。　
（５）統計処理
　統計解析ソフトは，エクセル統計2000を用いた。年
齢に伴うディスク投技能の発達は，一要因分散分析を
実施し，有意差が認められた場合は多重比較を実施
し，検定を行った。性差に関しては，対応のないｔ検
定を用いた。いずれも危険率0.05％を有意とした。
Ⅲ　結果と考察
（１）ディスク投技能（的当て得点）の発達変化
　表２は，BHTとFHTによるディスク投技能の発達
の変化である。BHTとFHTの得点は，いずれも６歳
まで同様に増加する発達過程がみられ，BHTとFHT
の得点差はほとんどなく統計的有意差は認められな
かった。しかし，６歳以降はBHTとFHTの投げ方に
よる得点幅が広がる傾向が認められた。すなわち，
BHTは加齢に伴い投技能が発達するが，FHTは停滞
する傾向が確認された。
　村瀬ら４，５）がディスク投技能の一つである遠投に
よる投距離を調査した結果では，4.5歳から6.5歳にお
いて，BHTはFHTよりも遠投技能が高いという結果
であり，的当て技能についても同様な結果が得られ
た。しかし，村瀬らの研究では幼稚園児を対象として
いるため，本研究で明らかとなった児童期における
FHTによる的当て投技能の発達停滞が遠投技能でも
生じるのかは不明であり，児童を対象としたディスク
遠投技能の追加調査が必要である。
　ドッヂビーの投動作は，身体各部位の協応性が求め
られる動作である。つまり，下肢により生じたパワー
が体幹の腰背部の回旋，上肢の肩関節の外転・内転，
肘関節の屈曲・伸展，手首関節の背屈・屈曲などの円
運動が順序よく時系列的に統合される14）ことにより
成立する動作である。今回の結果では，BHTとFHT
の投げ方の違いにより発達の変化が違う傾向が認めら
れた。つまり，同一個人の同一の腕（利き手）でも投
げ方の違いにより発達過程に相違が生じた点は，運動
機能の発達との関連も含め検討する必要がある。
　本研究の測定対象児（２歳から10歳）の全ての児が
BHTで３点を記録し，ディスクを的に当てられてい
る。したがって，ディスクをコントロールして投げら
表２　ディスク的当て得点の加齢変化
バックハンドスロー フォアハンドスロー
２～３歳 1.76（0.66） 1.56（0.60）
４歳 1.95（0.51） 1.78（0.66）
５歳 2.13（0.57） 2.03（0.68）
６歳 2.11（0.43） 1.99（0.40）
７歳 2.38（0.32） 1.98（0.50）
８歳 2.47（0.40） 2.10（0.59）
９歳 2.60（0.20） 2.06（0.55）
10歳～ 2.69（0.19） 2.27（0.69）
平均値（標準偏差）
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れていると考えられる。すなわち，幼少期の幼児と児
童であっても的当て遊びやドッヂビーゲームが運動遊
びのゲームの一つとして成立する可能性が示唆され
た。よって，ドッヂビーは幼稚園や保育園，小学校に
おいて活用できる遊具の一つであると考えられる。
（２）幼児のドッヂビー投技能の性差
　表３は，BHT投技能の発達変化に関する性差を示
した。本研究は，一過性の取り組みの結果であるが幼
少期におけるディスク投技能の性差に統計的な有意差
は認められなかった。本研究では，子ども行事に参加
した幼児と児童を測定対象児としているため各年齢の
男児と女児のサンプル数にバラつきが大きく，十分な
比較検討ができているとは言えない。この点は本研究
の限界であり，各年齢における測定対象児を増やし，
継続して検討する必要がある。
　村瀬らのディスクの遠投能力に関する研究結果で
は，4.5歳児から性差が認められ，その差は加齢に伴
い拡大も縮小もしない，と報告している。また，通常
の体力・運動能力測定において投能力の測定で実施さ
れる代表的なソフトボール投げの結果15）では，性差
が幼少期から生じ，加齢に伴って拡大する，と報告さ
れている。しかし，本研究のディスクを使った的当て
投技能では，４歳児から７歳児において，統計的な有
意差は認められなかった。つまり，これまでのボール
やフライングディスクを使った遠投能力のような性差
は，ディスクを使った投技能の一つである的当て技能
では確認できなかった。
　今回の測定結果では，ディスクによる的当て投技能
に性差が認められなかった。しかしこの結果は，ドッ
ヂビーを使った代表的な運動遊びの「的当て遊び」や
「ドッヂビーゲーム」が保育や教育現場において男児
女児の区別なく遊びが展開できる可能性を示してお
り，ドッヂビーが有用な遊具として活用できる可能性
が示唆される結果が得られたといえる。
Ⅳ　まとめ
　本研究では幼少児の子どもを対象にディスクの的当
て技能を検討した。その結果，次のことが明らかと
なった。
（１） BHTは加齢とともに得点が増加して発達する
が，FHTは同様な傾向は認められず，得点は停
滞する。
（２） 全ての児がBHTで的に当てることができ，ディ
スクをコントロールして投げられていた。
（３） 的当て技能には性差は認められない。この結果
から，ドッヂビーは保育園や幼稚園での運動遊
び及び小学校での体育科の教材として活用でき
ると考えられる。
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